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1. はじめに 

本人確認とは法律的には実在性（実際に存在

している事）と同一性（正しくその本人である

事）を確認することである[1]．実在性の基盤は

戸籍である．日常生活で実在性の確認は多くな

いが，同一性の確認は頻繁に行われる．例えば，

身分証による入退場管理や各種 IT サービスの享

受など同一性が確認される．この同一性確認を

個人認証または本人確認と呼ぶ．個人認証は，

パスワードや暗証番号等本人のみが知っている

ことを利用する知識認証，身分証や運転免許証

などを用いる所有物認証，指紋や顔等による生

体認証の 3 つに分類される．知識認証では，忘

れたり他人に知られる恐れがあり，所有物認証

も紛失や盗難の恐れがある．生体認証は，その

ような恐れはないが，何らかのセンサーを必要

とし利用場面によっては認証精度に課題がある．

このように，3 つの認証方法には精度，コスト，

効率面で長所と短所があり，本人確認の目的に

応じて適切な認証を適用する必要がある． 

大人数が参加するイベントの入場の場合，従

来，参加証やチケット等の確認だけが行われ，

個人認証の必要性は考えられていなかった．し

かし，近年，ネットオークションの普及ととも

に個人によるチケットの売買が一般化し，転売

トラブルや違法転売行為が増加し社会問題化し

ている．そのためチケットの本人確認が重要な

課題となっている． 

本論文では，チケット転売を防止するため，

顔認証ソフトウェアを用いた本人確認システム

（以下，本システム）を提案する．本システム

によって，チケット申込者の顔写真とイベント

入場者の顔照合を行い，申込者が入場者と同一

人物であることを確認する．まず，チケットの

本人確認の現状と課題について述べる．次に，

本システムと確認手順について説明する．そし

て，大規模イベントで実証した結果について報

告し，今後の課題について述べる． 
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2. チケット本人確認の現状と課題 

 従来，一般にイベントのチケット本人確認は，

図 1 に示す手順で行われる．人気チケットは，

会員登録して申込み，抽選となることが多い

(Step1)．当選者にチケットを送付する．転売防

止のため当選結果のみを通知することもある

(Step2)．イベント会場では係員が会員証などか

ら当選を確認し(Step3)，身分証などで目視によ

り当選者本人と確認し(Step4)，入場手続きを行

う(Step5)．このような所有物認証では，必ずし

も顔写真が掲載されている物が提示されるわけ

ではなく，目視による本人確認の精度や効率は

係員の技量次第となる．また，多人数が参加す

るイベントの場合，本人確認作業は迅速かつ効

率的に行う必要がある．作業に習熟した係員を

増員すれば，効率化は可能だが，コストやスペ

ースの問題により現実には限界がある． 

 
 

 

3. 顔認証ソフトウェアを用いたチケット本人確

認システム 

所有物認証以外の本人確認方法として，知識

認証は，チケット申込者がイベント入場者に教

えればなりすまし可能である．静脈や指紋によ

る認証は専用センサーを必要とするので，事前

登録やイベント会場での利用は困難である．顔

認証は，通常カメラがセンサーとなり，従来の

本人確認手順にも整合しやすい．そこで，市販

顏認証ソフトウェア NeoFace[2]を用いて本シス

テムを開発した．顔認証は，申込者の画像を登

録画像，入場者の画像を照合画像として比較し，

各々の顔画像が同一人物か否かを判定する[3]． 

本システムによる手順を図 2に示す．申込者

は，チケット申し込み時に顔写真を登録する

(Step1)．当選者には結果が通知される(Step2).  

イベント会場で係員は，図 3に示す機材，カー

ドリーダ，表示モニタ，顔認証ソフトウェアを

実装したタブレット端末を用いて本人確認を行

う．まず，入場者の会員証をカードリーダにか

ざし，当選者であることをモニタで確認する

図 1 チケット本人確認の従来の手順 
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(Step3)．次に，入場者に顔認証について説明し，

タブレット端末の前の立ち位置などを指示して

顔認証を行う(Step4)．顔認証によって本人確認

ができた場合，入場手続きを行い，本人確認で

きない場合，再度認証を行うか，責任者に入場

可否を問う(Step5)． 

4. チケット本人確認システムの実証 

本システムは，2014 年 7 月 26 日と 27 日に神

奈川県横浜市の日産スタジアムで開催されたア

イドルグループのコンサートに活用された[4]．

120 カ所に機材（図 3）を設置して，2 日間で合

計 50,324 名の入場者の顔認証を行った．顔認証

精度は 90%であった．本人確認から発券までの時

間は，顔認証が成功した場合一人平均 7 秒で，

身分証と目視による本人確認と比べて 30%短縮し

た．今回のコンサートにおいて，なりすましに

よる入場や転売については報告されていない．

顔認証の失敗原因として，撮影の立ち位置など

係員の指示通りに入場者が撮影されなかったこ

とがあげられる．目が閉じられたり，同伴者と

話しながら横向きで撮影されたり，頭髪が顔を

覆い隠している顔などが認証されなかった． 

5. おわりに 

 本システムは，チケット購入時に申込者と入

場者の顔画像をイベント会場で照合することを

周知したこともあり，転売防止に大きな効果が

あった．入場者から「チケット転売は難しくな

った」との意見があった．また，身分証を用い

た目視での本人確認と比べ確認作業を平均 30％

効率化できた．入場者から「バッグの中を捜す

必要もなくずいぶん短くなった」との意見があ

った．イベント係員の心理的負荷も軽減された．

係員は，ほとんどがアルバイトで一日あたり

1,000 名程度の本人確認作業を目視で行っていた．

この作業は，入場者とのやりとりを含めてスト

レスの高いものであり，アルバイトを継続して

行う者は多くはなかった．イベント事業者によ

ると，本システムの導入により継続してアルバ

イト係員を確保することが容易になった．本シ

ステムは，今回のイベント以降 20 回以上の大規

模イベントに活用された[5]．今後，認証精度の

向上など更に効率化を進めていく．  
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図 2 チケット本人確認システムによる手順 

図 3 イベント会場で用いた機材 
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